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　第 1 回那覇市社会福祉法人等施設連絡会（8 月 5 日）は、コロナ感染拡大防止の観点から書面による承認で、
創刊号発行し、連絡会の構成施設を紹介しましたが、2 回目以降は下記の通り行政区毎に開催されました。

目的 山積する福祉課題に対して社会福祉法人等の創意工夫に基き地域貢献が求めら
れている。 本事業は、地域の様々な福祉ニーズに対応した地域の福祉サービスの充
実を目指し、単独で発揮しにくい地域貢献の取組を複数法人が連携したネットワーク
の構築を推進します。
事業内容 ① 法人間連携の連絡会の開催 ② 複数法人の連携による協働事業の立ち
上げ ③ 福祉・介護人材確保定着の取組推進 ④ 社協 CSWとの連携

発達障害の問題に対
し、専門機関と連携し
勉強会をしてみてはど
うか。
職員、専門職のノウハ
ウを地域に共有したい。
グランドゴルフで会場
を地域の関係者に提供

10月
なは地域貢献便りとは、那覇市内の社会福祉法人等施設が、地域の応援団として取り組む情報誌です。

ー 第 2 回首里地区の構成施設で開催された連絡会の報告 ー
「社協と社会福祉施設等が連携した地域課題の対応強化について」講話

ー 第 2 回首里地区の構成施設で開催された連絡会の報告 ー
「社協と社会福祉施設等が連携した地域課題の対応強化について」講話

① ゆうなの会　② 若杉福祉会　③ 葦の会　④ 偕生会　⑤ からし種の会　⑥ 那覇市社協第 2回
（首里地区）

沖縄県社会福祉協議会

氏地域福祉部主任大城利公

偕生会指定管理
石嶺児童園

氏園長 上原裕

食糧支援運動が広がり
を見せているが、地域
にもれなく浸透させてい
くためには、身近な地域
での福祉拠点が求めら
れている。那覇市社協

氏常務理事宮城哲哉

今回の会は各社会福
祉等施設と社協がつ
ながったことが取り組
みを進めるうえで大
きな成果になった 。

相談援助実習生４機関から６名の
学生が、福祉人材育成の一環で多
職種連携の在り方を学んだ。

那覇市社協
氏会長 新本博司

大名児童館では無料塾、食事の提供・
大名まち協の事務局として連携。
地域で世代間交流のため、星空、音
楽鑑賞、コミュニティづくり
卒園してからのつながりが重要。
地域で育つ子を地域で育てる地域づ
くり、環境づくりを拡げたい。
障害分野・高齢分野にも取り組んで
いきたい。若杉福祉会

氏理事 屋宜貢

まち協と社協とのつな
がりから取り組みを考え
ている。
地域のために何ができ
るかを、常に考えて活
動していきたい。
クッキー等を提供し、地
域と繋がっていきたい。

からし種の会
氏理事長 棚原信子

法人で唯一の社会医療法人。離島での医療もカバーしている。
石嶺まち協に所属している。
グループホームから認知症高齢者が徘徊。子供から大人まで、地域
のネットワークで無事に保護できた。ネットワークの大切さを知った。
石嶺中学校で福祉体験を実施している。→地域の将来を担う、福祉
教育
年金支給日に、健康相談、血圧測定→男性が病院に行っていない事
が多い。
医師のノウハウを地域に還元したい。
児童精神の先生が勉強会を地域と連携して開催出来たらいいのでは。

社会医療法人葦の会
地域貢献室

氏名嘉真朝春室長

認知症サポーター養成講座を依頼があれば開催
ホーム喫茶（月１回施設を地域に開放し、食事を
楽しむ）
集まりからボランティアや地域の方の居場所と
なっている。
高齢者施設での職場体験を受け入れることで、
社会復帰できるきっかけづくり。
地域講話 栄養士などが食育について話していく。

ゆうなの会
老人ホーム大名法人運営

氏次長 金城満

なは地域貢献便り

９月 14日
① おきなわ共生会　② 繁多川公民館　③ 城南会　④ 彩風の杜　
⑤ 乙羽会　⑥ 日本赤十字社沖縄県支部　⑦ 那覇市社協第 3回

（真和志地区） ９月 24日
① そてつの会　② ポプラ福祉会　③ うるま福祉会　④ 正清会
⑤ 雅福祉会　⑥ ハーネス　⑦ 那覇市社協

第 4回
（本庁地区） ９月 28日
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看護室
氏室長 三枝君枝

那覇市社協CSW主任 
仲程大輔氏（左）
CSWと社会福祉施設の
連携の意義を説明

第２回那覇市社会福祉法人等施
設連絡会（首里地区）の様子

首里地区担当主事
神田貞幸氏（右）
意見交換進行

１.

2.

小規模法人ネットワーク事業 ちゅしいじい事業 について概要
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那覇市社会福祉協議会
コミュニティーソーシャルワーカーと
からし種の会 アトリエ種子との連携

連絡会構成施設の活動紹介 毎号、施設の地域貢献活動をご紹介させていただきます。

「障がい者・施設」と「子ども達」との交流

コミュニティーソーシャルワーカー（CSW）とは

からし種の会 アトリエ種子で
 「子どもパン作り教室」 を開催‼

パン作り教室から広がる 支援の輪
様々な課題を抱える子ども達を招待

那覇市社会福祉協議会 CSＷ × からし種の会

・３歳～２８歳までの
　７人兄弟で生活
・一年前に母親の急死
・金銭的困窮
・長男の病気、長女のうつ
　次女の妊娠など、
　複数の課題を抱える

「大人になったら障がい者施設で働きたいと思った」（小学４年生）
「また、遊びに行きたいと思う」（小学 3年生）

・地域の子ども達を招待して「パン作り教室」を開催
・子ども達が気軽に集まれる場所にしたい（ＳＯＳの発信の場）
・子ども達に障がい者・福祉施設を理解してもらいたい （福祉教育）

Ａさん女子（当時 中学３年生）
・昨年のパン作り教室に参加。
　当時は不登校で卒業後は通信の高校へ進学予定だった
・パン作り教室をきっかけに物を作る喜びが深まり、
　デザイン科のある高校へ進学することを決意
・現在は高校を休むことなく物づくりの夢に向かい学んでいる

定期的な訪問で、
生活の変化に気付く見守り体制が必要！

課題のある家庭を地域で支えるネットワーク

障がい者・施設が
「特別な場所」ではなく、「身近な存在」へ

小さなパン作りから将来の夢へ

地域の子どもたちを招待
（夏休みの思い出づくり）

パンができるまでの
工程を楽しく学ぶ

地域
支援

個別
支援

一体的な支援

地域に住むすべての人を対象に、局内他職種連携により
（1）生活上の課題を抱える人や家族に対する『個別支援』
（2）生活課題の解決に向けた地域づくり『地域支援』
など、一体的な寄り添った支援を行っています。

▲

▲

個別の課題を
キャッチして
支援へつなげる

個別支援を
地域活動に
つなげる

・寄り添った支援
・地域住民や関係機関と
　連携した支援
・深刻化の防止

・地域のニーズ把握
・地域活動の仕組みづくりや
　継続支援

7 名兄弟

民生委員

情報提供

情報提供

情報提供

相談支援
手続支援

相談支援
食料提供

見守り
相談 見守り

相談

見守り
相談

見守り

見守り

食事提供
相談

地域住民
親戚 児童館

那覇市社協
CSW

寄添い
支援

学校
PTA

障がい者
施設

パンを持って
いきながら

見守りをするわ！


